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要旨

字幕翻訳は，文字数の制限がある，改行が存在する，句読点を使わないなどの特徴があり，一般的な
翻訳とは異なる．近年，ニューラル機械翻訳の登場により，機械翻訳の翻訳精度が大幅に向上したもの
の，字幕翻訳に焦点を当てた機械翻訳の研究は少ない．既存の研究では字幕の対訳データを作る際，
改行を無視し，文を連結することにより対訳データとして用いているが，それでは改行の情報を取り扱う
ことができないという問題がある．本研究では改行情報を用いてモデルを学習すれば，自動で改行を含
んだ訳出をしてくれるという仮説をもとに検証を行った．またその際，句読点の有無や文字数について
評価した．提案手法として字幕翻訳データの改行の位置に改行記号<br>を挿入し，文を連結した．そし
て改行記号を挿入したデータを学習に用いて実験を行った．実験の結果，提案手法を用いたデータで
学習したモデルは，自動で改行記号を訳出できることがわかった．また句読点を使わない，制限された
文字数以内で翻訳するなど，字幕翻訳に適応した訳出をすることがわかった．


